
メデイシン　期待効果と松浦ケント

matsuura

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
メ
デ
イ
シ
ン
　
期
待
効
果
と
松
浦
ケ
ン
ト

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
６
６
３
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｕ
ｒ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
名
家
の
姉
妹
の
確
執
。
　

　
母
の
死
。
　

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
か
ら
調
査
を
受
け
た
ケ
ン
ト
。
　

　
ケ
ン
ト
が
、
中
国
東
北
部
へ
調
査
に
向
か
う
。

　
２
０
１
１
．
１
１
．
０
９
 

ノ
ベ
ル
ス
ト
へ
投
稿
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１
．

　
梅
雨
が
終
わ
っ
て
、
私
立
探
偵
の
松
浦
ケ
ン
ト
は
、
久
し
ぶ
り
に
奈
良
の
実

家
に
帰
っ
て
い
た
。

　
実
家
は
、
唐
招
提
寺
か
ら
歩
い
て
３
分
、
垂
仁
天
皇
稜
か
ら
１
分
ぐ
ら
い
の

距
離
の
所
に
あ
る
。

　
彼
の
子
供
の
頃
は
、
庭
に
、
蛍
も
飛
ん
で
い
た
が
、
も
う
見
る
こ
と
は
出
来

な
い
。

　
ケ
ン
ト
の
実
家
で
の
日
課
は
、
台
所
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
母
と
話
を
し
た

り
、
母
の
話
を
聞
く
の
が
主
だ
っ
た
。

　
ケ
ン
ト
の
母
は
、
４
５
年
間
茶
華
道
師
範
を
し
て
い
た
。

　
４
５
年
間
通
っ
て
く
れ
た
お
茶
の
お
弟
子
さ
ん
も
、
何
人
か
居
た
よ
う
だ
。

　
華
道
の
ほ
う
は
、
毎
年
、
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
て
い
た
大
日
本
華
道
展
に
作

品
を
出
品
し
、
新
春
の
南
都
銀
行
本
店
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
も
出
品
し
て
い
た
。

　
母
も
、
今
は
、
リ
タ
イ
ア
し
て
い
る
。

　
最
近
、
母
の
足
の
裏
に
「
魚
の
目
」
が
で
き
て
、
痛
く
て
外
出
で
き
な
い
。

「
足
の
裏
の
魚
の
目
は
、
ま
だ
痛
い
の
」
と
、
ケ
ン
ト
は
、
母
に
訊
い
た
。

「
だ
い
ぶ
、
良
く
な
っ
た
わ
」

「
で
も
、
ま
だ
長
距
離
を
歩
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
」

「
だ
か
ら
、
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
わ
」

「
ほ
ん
と
う
に
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、
ケ
ン
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
な
が
ら
、
母
と
台
所
で
こ
ん
な
話
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
。

　
ケ
ン
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
国
の
薬
局
業
界
の
記
事
を
見
つ
け
た
。

　
中
国
の
薬
局
業
界
は
、
日
本
と
比
べ
る
と
依
然
と
し
て
生
産
性
は
低
く
、
今

後
店
舗
の
効
率
性
や
製
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
化
を
工
夫
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
中
国
の
薬
品
流
通
市
場
の
改
革
は
、
他
業
種
に
比
べ
て
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、

伝
統
的
な
薬
局
は
経
営
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
て
い
る
。
店
舗
数
の
急
増
に
伴
い
、

過
剰
出
店
の
課
題
も
出
て
き
て
い
る
。
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「
そ
う
言
え
ば
、
大
連
で
も
薬
局
の
数
は
多
か
っ
た
な
あ
」
と
思
っ
た
。

　
現
在
、
大
連
で
は
、
薬
局
の
出
店
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、
個
人
で

は
、
新
し
く
薬
局
の
店
舗
を
出
店
で
き
な
い
。

　
海
王
星
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
系
列
店
し
か
、
新
店
舗
を
出
店
で
き
な

い
の
だ
。

「
個
人
で
は
、
薬
局
も
自
由
に
出
店
で
き
な
い
の
か
」

「
形
態
は
異
な
る
が
、
毛
沢
東
主
席
の
時
代
に
逆
戻
り
す
る
の
か
な
あ
」
と
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
ケ
ン
ト
は
、
そ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
。

２
．

　
突
然
、
ケ
ン
ト
の
携
帯
電
話
が
鳴
り
出
し
た
。

　
電
話
の
主
は
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
だ
っ
た
。

　
彼
女
の
姓
は
「
石
」
だ
が
、
ケ
ン
ト
が
「
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
」
と
ニ
ッ
ク

シ
イ

ネ
ー
ム
を
付
け
た
。

　
彼
女
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
人
だ
。

　
実
家
は
、
水
稲
栽
培
の
農
家
だ
が
、
彼
女
の
父
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
木
材
業
界
で
は

実
力
者
と
し
て
名
前
が
知
れ
て
い
た
。

　
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
は
、
不
思
議
と
美
人
が
多
い
。

　
美
人
の
数
は
、
大
連
な
ど
比
で
は
な
い
。

　
以
前
は
、
も
っ
と
美
人
が
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
は
、
他
地
方
へ
美
人
が
流
出
し
て
、
美
人
の
数
が
減
っ
て
来
て

い
る
。

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
史
上
の
美
人
の
中
で
も
三
指
に
入
る
ほ
ど

の
美
人
だ
っ
た
。

　
色
白
で
容
姿
端
麗
、
ケ
ン
ト
の
子
供
の
頃
の
日
本
人
に
近
い
考
え
方
を
持
っ

て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
彼
女
も
、
決
し
て
幸
せ
で
は
な
か
っ
た
。

　
Ｍ
Ｈ
Ｋ
は
、
飲
酒
の
機
会
が
多
い
場
所
だ
。

　
海
量
も
多
い
。

ハ
イ
リ
ャ
ン
・
し
ゅ
ご
う

　
去
年
の
暮
、
彼
女
の
夫
が
、
飲
酒
運
転
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
。
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そ
の
交
通
事
故
が
原
因
で
、
夫
婦
仲
が
悪
く
な
り
、
彼
女
は
離
婚
し
た
。

　
男
の
子
は
、
彼
女
の
夫
の
家
で
引
き
取
っ
て
育
て
て
い
る
。

　
子
供
は
、
兵
役
で
，
瀋
陽
の
部
隊
に
入
隊
し
た
。

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
も
４
０
歳
を
超
え
る
と
、
そ
の
美
貌
も
衰
え
始
め
て
い

る
。

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
伝
説
の
美
人
も
、
永
遠
で
は
な
い
な
」
と
、
ケ
ン
ト
は
、
改
め
て

実
感
し
た
。

　
中
国
の
女
性
は
、
相
対
的
に
、
３
０
歳
～
３
５
歳
を
越
え
る
と
老
け
る
速
度

が
加
速
す
る
。

　
彼
女
は
、
元
来
、
美
人
だ
か
ら
、
美
人
が
美
人
の
美
貌
を
維
持
す
る
の
に
は
、

並
大
抵
で
な
い
努
力
を
払
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
る
。

　
ケ
ン
ト
が
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
と
い
う
町
を
知
っ
た
の
は
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、

彼
を
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
連
れ
て
来
て
く
れ
た
の
が
切
っ
掛
け
だ
っ
た
。

３
．

「
今
晩
の
列
車
で
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
帰
り
ま
す
」

「
ケ
ン
ト
も
、
一
緒
に
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
行
か
な
い
」

　
父
親
の
仕
事
の
代
理
で
、
大
連
に
や
っ
て
来
て
い
た
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
か

ら
、
突
然
、
ケ
ン
ト
に
電
話
が
掛
か
っ
て
来
た
。

「
じ
ゃ
、
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
彼
女
に
言
っ
た
。

　
大
急
ぎ
で
、
旅
行
の
準
備
を
し
て
ケ
ン
ト
は
、
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
大
連

駅
裏
の
時
計
の
下
へ
行
っ
た
。

　
彼
女
と
一
緒
に
、
午
後
７
時
２
０
分
発
「
瀋
陽
」
経
由
の
「
吉
林
西
」
行
き

の
列
車
に
乗
る
。

　
そ
の
列
車
は
、
翌
朝
、
午
前
６
時
前
に
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
着
い
た
。

　
夏
休
み
に
入
り
、
学
生
が
移
動
す
る
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、
列
車
の
切
符
の
入

手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、
手
配
し
て
く
れ
て
い
た
列
車
の
席
は
「
硬
座
」
（

イ
ン
・
ズ
ウ
オ
）
だ
っ
た
。

　
一
応
指
定
席
だ
が
、
自
由
席
の
よ
う
で
、
寝
台
席
で
は
な
か
っ
た
。
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座
席
は
、
木
製
の
座
席
だ
っ
た
。
木
製
の
座
席
は
硬
く
、
ケ
ン
ト
の
お
尻
に

容
赦
な
く
食
い
込
ん
で
く
る
。

　
そ
の
夜
、
ケ
ン
ト
は
、
「
硬
座
」
（
イ
ン
・
ズ
ウ
オ
）
と
い
う
座
席
の
名
前

の
由
来
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　
そ
の
列
車
は
、
瀋
陽
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
故
障
し
て
修
理
の
た
め
に
２
５

分
ほ
ど
止
っ
た
。

　
列
車
が
止
る
と
、
車
内
が
、
急
に
蒸
し
暑
く
な
っ
た
。

　
列
車
は
満
員
で
、
ほ
と
ん
ど
の
乗
客
が
裸
足
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
、
半
袖
、
半

ズ
ボ
ン
、
上
半
身
裸
に
な
る
男
の
人
も
居
た
。

　
ひ
ど
い
客
に
な
る
と
、
グ
ル
ー
プ
で
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
大
声
で
、
一
喜
一
憂

し
、
酒
を
飲
み
、
煙
草
も
吸
う
の
で
あ
る
。

　
ケ
ン
ト
は
、
長
年
、
ア
ジ
ア
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
客
の
行

為
に
は
免
疫
性
が
有
る
。

　
し
か
し
、
ケ
ン
ト
は
、
臭
い
に
対
し
て
は
敏
感
で
免
疫
性
が
無
い
。

に
お

　
こ
の
国
の
人
た
ち
は
、
元
々
、
あ
ま
り
入
浴
す
る
習
慣
が
無
い
の
で
、
列
車

内
は
、
彼
ら
の
体
臭
が
充
満
し
て
い
る
。

　
彼
ら
の
体
臭
が
充
満
し
て
い
る
列
車
の
中
に
、
ケ
ン
ト
は
、
１
１
時
間
ほ
ど

監
禁
状
態
に
な
っ
た
。

　
ケ
ン
ト
が
列
車
を
降
り
る
時
に
は
、
こ
の
国
の
体
臭
に
圧
倒
さ
れ
、
体
臭
酔

い
を
起
こ
し
て
酸
欠
状
態
だ
っ
た
。

「
ケ
ン
ト
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
声
を
掛
け
て
く
れ

た
が
、
彼
女
の
顔
は
笑
っ
て
い
る
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
こ
の
酸
欠
状
態
は
、
ケ
ン
ト
に
、
１

９
８
５
年
、
明
の
十
三
稜
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た
。

　
ま
る
で
小
さ
な
金
魚
鉢
の
中
で
、
大
き
な
金
魚
が
、
ア
プ
ア
プ
し
て
い
る
よ

う
な
心
境
だ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
こ
の
列
車
の
旅
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　
ケ
ン
ト
は
、
彼
女
の
手
配
し
て
く
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
も
ど
き
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
泊
ま
っ
た
。
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Ｍ
Ｈ
Ｋ
で
も
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
薬
局
が
営
業
し
て
い
る
。

　
ケ
ン
ト
は
、
火
鍋
、
串
焼
き
、
串
揚
げ
、
ロ
ー
カ
ル
料
理
、
道
端
で
売
っ
て

フ
オ
グ
オ

い
る
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
を
食
べ
、
竜
泉
寺
に
行
っ
た
り
し
て
、

５
日
ほ
ど
溜
溜
し
て
過
ご
し
た
。
　

ぶ
ら
ぶ
ら

　
帰
り
は
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
ケ
ン
ト

を
送
っ
て
く
れ
た
。

　
ケ
ン
ト
は
、
午
前
９
時
２
０
分
発
の
金
色
の
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
大
連
へ
帰
っ

た
。

４
．

「
も
し
、
も
し
、
ケ
ン
ト
で
す
」
と
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
か
ら
の
電
話
に
出

た
。

「
ニ
イ
・
ハ
オ
」

「
ケ
ン
ト
、
今
、
ど
ち
ら
」

「
奈
良
の
実
家
で
す
」

「
お
母
さ
ん
は
、
お
元
気
」

「
あ
り
が
と
う
、
元
気
で
す
」

「
少
し
、
困
っ
た
こ
と
が
出
来
た
の
」

「
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
」

「
調
査
し
て
欲
し
い
の
」

「
た
ぶ
ん
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
警
察
に
依
頼
し
た
ら
迷
宮
入
り
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
」

「
何
を
調
査
す
れ
ば
い
い
ん
だ
い
」

「
死
因
を
調
べ
て
欲
し
い
の
」

「
医
者
で
は
な
い
け
ど
、
大
丈
夫
か
い
」

「
幼
馴
染
の
パ
ン
さ
ん
が
突
然
死
で
、
急
性
心
不
全
と
判
断
さ
れ
た
の
」

＊
著
名
人
の
死
因
を
公
表
し
た
く
な
い
場
合
や
急
死
で
最
後
ま
で
死
因
が
特
定

さ
れ
な
い
場
合
、
そ
し
て
、
監
察
医
制
度
の
無
い
地
方
で
起
こ
っ
た
原
因
不
明

死
は
、
ほ
と
ん
ど
急
性
心
不
全
で
処
理
さ
れ
る
。

「
ケ
ン
ト
に
は
、
医
学
的
に
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
知
人
が
死
ん
だ
の
か
を
調

べ
て
欲
し
い
の
」
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「
パ
ン
さ
ん
が
死
ん
だ
原
因
を
調
べ
て
欲
し
い
、
と
言
う
こ
と
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
」

「
電
話
で
は
、
詳
し
い
話
も
で
き
な
い
わ
」

「
い
つ
ご
ろ
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
、
ケ
ン
ト
」

「
も
う
少
し
、
母
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
い
た
い
の
で
、
一
週
間
以
内
で
は
如

何
で
す
か
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
」

「
じ
ゃ
、
一
週
間
以
内
と
い
う
こ
と
で
、
お
願
い
す
る
わ
」

「
仕
事
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
く
れ
て
結
構
よ
、
ケ
ン
ト
」

「
じ
ゃ
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
見
（
ジ
エ
ン
・
Ｍ
Ｈ
Ｋ
で
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
）
」
と
言

っ
て
、
ケ
ン
ト
は
電
話
を
切
っ
た
。

　
ケ
ン
ト
の
よ
う
に
、
話
べ
た
の
人
間
に
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
見
（
ジ
エ
ン
・
Ｍ
Ｈ
Ｋ

で
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
）
と
い
う
言
葉
は
、
便
利
だ
。

　
と
に
か
く
、
地
名
＋
見
で
、
「
～
で
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味

ジ
エ
ン

に
な
る
の
だ
か
ら
。

　
ケ
ン
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
中
国
国
際
航
空
１
５
２
便
大
連
ま
で
の

格
安
航
空
券
を
手
配
し
た
。

５
．

　
四
日
後
の
夕
方
、
ケ
ン
ト
は
、
大
連
和
平
広
場
と
い
う
路
面
電
車
の
駅
前
に

あ
る
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
「
大
可
以
海
鮮
又
一
城
」
で
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
出
身
の
薬
剤
師

の
ス

ー
サ
ン
と
食
事
を
し
て
い
た
。

　
料
理
は
、
椒
塩
大
蝦
（
大
正
え
び
の
か
ら
揚
げ
）
、
水
豆
腐
（
豆
腐
の
あ
ん

か
け
）
、
東
坡
肉
（
豚
バ
ラ
肉
の
煮
込
）
と
ご
飯
、
ビ
ー
ル
２
本
を
飲
ん
だ
。

　
ス
ー
サ
ン
は
、
ビ
ー
ル
が
好
き
な
の
だ
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
。

　
色
白
の
ス
ー
サ
ン
の
顔
が
桜
色
に
な
る
と
、
美
形
か
ら
色
っ
ぽ
い
顔
に
変
わ

る
。

　
ケ
ン
ト
は
、
彼
女
の
顔
を
見
な
が
ら
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
薬
局
事
情
や
薬
の
こ
と
を

訊
い
た
。

　
ス
ー
サ
ン
が
、
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「
ケ
ン
ト
、
い
つ
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
行
く
の
」
と
尋
ね
た
。

「
明
日
の
朝
の
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
行
く
予
定
だ
」

「
じ
ゃ
、
ケ
ン
ト
、
一
路
平
安
」

イ
ー
ル
ウ
ピ
ン
ア
ン

　
彼
女
も
、
ケ
ン
ト
と
一
緒
に
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
行
き
た
い
よ
う
だ
っ
た
が
連
休
が
取

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
食
事
が
済
ん
で
、
二
人
は
、
和
平
広
場
を
溜
溜
し
た
。

ぶ
ら
ぶ
ら

　
和
平
広
場
は
、
東
洋
一
の
面
積
を
誇
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ア
ー
ケ
ー
ド
だ
。

ハ
ア
ピ
ン
グ
ウ
ア
ン
チ
ャ
ン

　
二
人
は
、
和
平
広
場
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
、
香
草
ミ
ル
ク
シ
ェ
イ
ク
を
飲
ん

バ
ニ
ラ

で
少
し
閑
談
し
た
。

　
ス
ー
サ
ン
と
は
、
和
平
広
場
の
路
面
電
車
の
駅
で
別
れ
た
。

　
ケ
ン
ト
は
、
タ
ク
シ
ー
で
延
安
路
の
日
月
明
賓
館
に
も
ど
っ
た
。

　
そ
の
夜
は
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
、
荷
物
の
整
理
を
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
ベ
ッ
ド
に
入
る
。

　
翌
朝
、
８
時
１
５
分
に
、
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
、
タ
ク
シ
ー

で
、
大
連
駅
裏
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
。

　
日
に
焼
け
た
バ
ス
の
客
引
き
が
、
ケ
ン
ト
に
声
を
掛
け
て
く
る
が
構
わ
ず
、

ま
っ
す
ぐ
、
金
色
の
Ｍ
Ｈ
Ｋ
行
き
の
バ
ス
へ
向
か
っ
た
。

　
大
連
・
Ｍ
Ｈ
Ｋ
と
書
い
た
金
色
の
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
前
に
は
、
マ
ダ
ム
・
ス

ト
ー
ン
の
知
り
合
い
で
、
中
年
の
女
性
バ
ス
服
務
員
が
お
客
さ
ん
を
待
っ
て
い

た
。

　
ケ
ン
ト
は
、
そ
の
女
性
服
務
員
に
荷
物
を
預
け
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
切
符
を

買
う
。

　
天
気
も
快
晴
で
、
バ
ス
旅
行
に
は
最
適
の
日
和
だ
っ
た
。

　
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
は
、
大
連
を
午
前
９
時
２
０
分
に
発
車
し
て
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
駅

前
に
、
午
後
５
時
５
分
に
着
い
た
。

６
．

　
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
駅
前
で
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

「
ケ
ン
ト
、
お
疲
れ
、
バ
ス
旅
行
は
ど
う
だ
っ
た
」

「
バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
る
穀
倉
地
帯
も
い
い
け
ど
、
少
し
疲
れ
た
よ
」
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ケ
ン
ト
は
、
彼
女
が
手
配
し
て
く
れ
た
駅
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
し
た
。

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
ロ
ビ
ー
で
待
っ
て
い
る
。

　
３
０
１
１
号
室
に
、
ケ
ン
ト
は
、
荷
物
を
置
い
て
か
ら
彼
女
の
待
つ
ロ
ビ
ー

に
も
ど
っ
た
。

「
ケ
ン
ト
、
夕
食
は
、
何
が
食
べ
た
い
」

「
美
味
し
い
、
串
焼
き
が
食
べ
た
い
」

「
じ
ゃ
、
串
焼
き
に
し
ま
し
ょ
う
」

「
案
内
す
る
は
、
ケ
ン
ト
」

「
そ
の
前
に
、
春
天
商
業
街
を
少
し
溜
溜
し
た
い
の
だ
が
」

チ
ュ
ン
テ
イ
エ
ン
・
シ
ャ
ン
イ
エ
ジ
イ
エ

ぶ
ら
ぶ
ら

 
 

春
天
商
業
街
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
で
一
番
賑
や
か
な
通
り
だ
。

チ
ュ
ン
テ
イ
エ
ン
・
シ
ャ
ン
イ
エ
ジ
イ
エ

　
二
人
は
、
宵
の
口
の
春
天
商
業
街
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
始
め
る
。

「
い
つ
も
、
ど
の
薬
局
で
薬
を
買
う
の
」

　
こ
の
国
の
病
院
で
処
方
し
て
く
れ
る
薬
は
、
市
中
の
薬
局
で
入
手
で
き
る
。

　
病
院
の
薬
は
値
段
が
高
い
の
で
、
市
中
の
薬
局
で
薬
を
買
う
の
が
一
般
的
だ
。

「
そ
こ
に
見
え
る
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
で
、
い
つ
も
薬
を
買
っ
て
い
る
わ
」

「
私
の
父
が
病
気
を
し
た
時
、
他
の
薬
局
の
薬
は
効
果
が
無
か
っ
た
の
。
Ｍ
Ｈ

Ｋ
人
民
薬
店
で
買
っ
た
薬
を
飲
ん
だ
ら
、
父
の
病
気
が
治
っ
た
の
よ
」
と
、
マ

ダ
ム

・
ス
ト
ー
ン
が
言
っ
た
。

「
そ
れ
以
後
、
薬
は
、
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
で
買
う
こ
と
に
し
て
い
る
わ
」

「
こ
の
近
辺
だ
け
で
も
、
た
く
さ
ん
の
薬
局
が
あ
る
ね
」

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
も
、
薬
局
が
増
え
す
ぎ
て
、
来
年
か
ら
、
出
店
規
制
が
始
ま
る
ら
し

い
わ
」

「
大
連
か
ら
の
移
動
疲
れ
が
、
出
て
き
た
よ
う
だ
」

「
お
腹
も
減
っ
て
き
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
、
串
焼
き
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
か

な
」

「
こ
の
通
り
の
裏
に
、
”
于
記
串
店
”
と
い
う
串
焼
き
屋
さ
ん
が
あ
る
わ
」

７
．
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私
た
ち
は
、
２
分
ほ
ど
歩
い
た
。

　
于
記
串
店
は
、
テ
ー
ブ
ル
が
１
２
卓
で
、
照
明
は
少
し
薄
暗
い
。

　
店
の
中
は
、
い
か
に
も
串
焼
き
屋
だ
と
い
う
よ
う
な
脂
ぎ
っ
た
感
じ
が
し
た
。

　
客
は
、
私
た
ち
を
含
め
て
８
人
だ
っ
た
。

　
入
り
口
の
側
の
テ
ー
ブ
ル
に
、
二
人
連
れ
の
男
の
客
が
座
っ
て
い
る
。

　
二
人
の
男
は
、
営
業
妨
害
で
、
警
察
を
呼
ば
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
大

き
な
声
で
話
を
し
て
い
た
。

「
ケ
ン
ト
、
何
、
召
し
上
が
る
」
と
言
っ
て
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、
メ
ニ

ュ
ー
を
見
せ
て
く
れ
た
。

「
豚
バ
ラ
、
エ
ノ
キ
の
豚
肉
巻
、
玉
蜀
黍
の
炒
め
物
、
味
付
焼
き
鳥
、
牛
ロ
ー

ス
、
雪
花
ビ
ー
ル
１
本
」

「
豆
腐
の
薄
皮
焼
き
、
エ
ノ
キ
茸
、
韮
、
青
唐
辛
子
、
卵
」
を
、
二
人
で
注
文

し
た
。

　
ケ
ン
ト
は
、
お
腹
が
減
っ
て
い
た
。

　
串
焼
き
を
食
べ
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
彼
女
に
色
々
尋
ね
る
。

「
パ
ン
さ
ん
は
、
病
気
だ
っ
た
の
」

「
そ
う
」

「
そ
し
て
、
彼
女
は
、
入
院
嫌
い
だ
っ
た
の
」

「
だ
か
ら
、
パ
ン
さ
ん
の
長
女
が
、
家
で
彼
女
を
看
病
し
て
い
た
の
」

「
一
週
間
に
一
度
、
彼
女
は
、
診
察
と
検
査
の
た
め
に
病
院
へ
通
っ
て
た
わ
」

「
彼
女
の
長
女
は
、
い
つ
も
、
ど
の
薬
局
で
薬
を
買
っ
て
い
た
ん
だ
」

「
さ
っ
き
歩
い
た
春
天
商
業
街
の
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
で
、
薬
を
買
っ
て
い

チ
ュ
ン
テ
イ
エ
ン
・
シ
ャ
ン
イ
エ
ジ
イ
エ

た
わ
」

「
私
が
、
彼
女
の
長
女
に
、
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
で
薬
を
買
う
よ
う
に
薦
め

た
の
」
と
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
言
っ
た
。

「
最
近
、
彼
女
の
病
状
は
、
好
転
し
て
い
た
の
よ
」

「
だ
け
ど
、
彼
女
の
長
女
が
、
マ
レ
イ
シ
ア
の
親
戚
の
結
婚
式
に
参
加
す
る
た

め
に
、
ペ
ナ
ン
島
へ
３
週
間
ほ
ど
行
っ
て
い
た
間
に
、
彼
女
の
容
体
が
悪
化
し

て
亡
く
な
っ
た
の
」

「
彼
女
の
長
女
が
不
在
中
、
誰
が
、
パ
ン
さ
ん
の
看
病
を
し
て
い
た
ん
だ
」
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「
長
女
が
不
在
の
間
、
夏
休
み
中
の
大
学
生
の
次
女
が
看
病
し
て
い
た
の
よ
」

「
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
、
パ
ン
さ
ん
の
次
女
と
は
面
識
が
あ
っ
た
の
」

「
パ
ン
さ
ん
の
お
葬
式
で
、
初
め
て
、
彼
女
の
次
女
に
会
っ
た
の
」
と
言
っ
て
、

マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
悲
し
そ
う
に
残
っ
た
グ
ラ
ス
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
干

し
た
。

８
．

「
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
見
え
て
き
ま
し
た
。
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
」

「
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
明
日
、
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と

言
っ
て
、
ケ
ン
ト
は
、
残
り
の
串
焼
き
を
平
ら
げ
た
。

「
完
杯
」
と
言
っ
て
、
ケ
ン
ト
は
、
グ
ラ
ス
の
ビ
ー
ル
を
開
け
た
。

ガ
ン
ベ
イ

「
明
日
の
お
昼
は
、
火
鍋
が
、
食
べ
た
い
な
」

フ
ォ
グ
オ

「
私
も
、
火
鍋
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
」
と
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、

フ
ォ
グ
オ

ケ
ン
ト
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
、
明
日
の
お
昼
は
”
氷
河
レ
ス
ト
ラ
ン
”
で
、
火
鍋
に
し
ま
し
ょ
う
」

フ
ォ
グ
オ

「
明
日
、
”
氷
河
レ
ス
ト
ラ
ン
”
、
１
１
時
半
で
、
い
か
が
」

「
明
天
、
在
氷
河
、
見
（
明
日
、
氷
河
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
）
」

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
の
を
見
届
け
て
、
ケ
ン
ト
は
ホ
テ

ル
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。

　
部
屋
に
戻
る
と
、
ケ
ン
ト
は
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
か
ら
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
。

　
翌
朝
、
ケ
ン
ト
は
、
部
屋
の
窓
か
ら
射
し
込
ん
で
く
る
太
陽
の
光
で
目
が
覚

め
た
。

　
時
計
を
見
る
と
、
午
前
３
時
４
５
分
。

　
こ
の
時
期
の
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
は
、
午
前
３
時
半
ぐ
ら
い
か
ら
明
る
く
な
る
。

　
ケ
ン
ト
は
、
少
し
早
朝
散
歩
を
し
て
、
部
屋
に
も
ど
っ
て
来
た
。

「
太
陽
は
、
当
て
に
な
ら
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
ケ
ン
ト
は
、
も
う
一
度
寝

む
る
こ
と
に
し
た
。

　
１
０
時
２
５
分
、
ホ
テ
ル
の
服
務
員
が
廊
下
を
掃
除
す
る
ク
リ
ー
ナ
ー
の
大

き
な
音
に
、
ケ
ン
ト
は
起
こ
さ
れ
た
。
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シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、
髭
を
剃
っ
て
か
ら
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
服
を
着

替
え
て
、
ケ
ン
ト
は
、
”
氷
河
レ
ス
ト
ラ
ン
”
に
向
か
う
。

　
１
１
時
１
８
分
に
、
ケ
ン
ト
は
”
氷
河
レ
ス
ト
ラ
ン
”
に
着
い
た
。

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
２
階
の
個
室
で
待
っ
て
い
た
。

「
昨
夜
は
、
よ
く
眠
れ
た
、
ケ
ン
ト
」

「
い
や
、
太
陽
に
騙
さ
れ
ま
し
た
」

だ
ま

「
太
陽
が
、
ど
う
し
た
の
」

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
今
の
時
期
、
午
前
３
時
半
ご
ろ
に
陽
が
上
る
」

「
窓
の
外
は
明
る
い
の
で
、
起
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
錯
覚
し
ま
し
た
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
お
腹
も
減
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
今
朝
は
、
朝
食
抜
き
で
す
」
と
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
な
が
ら
、
ケ
ン
ト
が
言
っ

た
。

「
先
ず
、
火
鍋
の
オ
ー
ダ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
」

フ
ォ
グ
オ

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
ブ
ザ
ー
を
押
し
て
服
務
員
を
呼
ん
だ
。

９
．

　
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、

「
火
鍋
の
ス
ー
プ
は
、
辛
い
ス
ー
プ
と
辛
く
な
い
ス
ー
プ
の
２
種
類
」

フ
ォ
グ
オ

「
野
菜
の
ミ
ッ
ク
ス
盛
り
、
え
の
き
茸
、
イ
カ
団
子
、
海
老
団
子
、
海
草
、
凍

り
豆
腐
、
マ
ロ
ニ
ー
、
長
寿
麺
」

　
ケ
ン
ト
は
、

「
豚
肉
、
雪
花
ビ
ー
ル
」
を
た
の
ん
だ
。

　
ス
ー
プ
が
煮
え
る
ま
で
、
二
人
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
始
め
る
。

「
火
鍋
が
煮
え
る
ま
で
に
、
貴
女
か
ら
依
頼
さ
れ
た
友
人
の
パ
ン
さ
ん
の
件
を

フ
ォ
グ
オ

報
告
し
ま
す
」

「
私
は
、
医
者
や
薬
剤
師
で
は
な
い
の
で
、
直
接
、
パ
ン
さ
ん
の
病
気
や
服
用

し
て
い
た
薬
に
つ
い
て
触
れ
ま
せ
ん
」
と
、
ケ
ン
ト
は
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
に

向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
薬
局
が
あ
り
ま
す
」

「
同
じ
包
装
の
薬
で
も
、
薬
効
成
分
に
差
が
あ
る
」



13

「
買
う
薬
局
に
よ
っ
て
、
薬
の
効
き
目
が
違
う
」

「
偽
物
の
薬
が
、
流
通
し
て
い
る
」

「
だ
か
ら
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
い
つ
も
、
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
で
薬

を
買
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」

「
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
の
友
人
の
パ
ン
さ
ん
の
長
女
も
、
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店

”
で
薬
を
買
っ
て
い
た
」

「
パ
ン
さ
ん
の
長
女
が
、
マ
レ
イ
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
の
親
戚
の
結
婚
式
に
出
席

す
る
た
め
に
、
３
週
間
、
家
を
不
在
に
し
た
」

「
マ
レ
イ
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
へ
パ
ン
さ
ん
の
長
女
が
出
発
し
た
後
、
次
女
が
、

パ
ン
さ
ん
の
看
病
を
し
て
い
た
」

「
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
パ
ン
さ
ん
の
次
女
が
、
ど
の
薬
局
で
、
薬
を
買
っ
て

い
た
の
か
が
問
題
で
す
」

「
貴
女
は
、
パ
ン
さ
ん
の
次
女
と
は
面
識
が
無
か
っ
た
」

「
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
で
薬
を
買
い
な
さ
い
と
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、

パ
ン
さ
ん
の
次
女
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
な
か
っ
た
」

「
パ
ン
さ
ん
の
長
女
と
次
女
は
、
近
所
で
も
評
判
に
な
る
く
ら
い
姉
妹
仲
が
悪

い
」

「
二
人
と
も
、
普
段
、
ほ
と
ん
ど
話
も
し
な
か
っ
た
ら
し
い
」

「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
、
ケ
ン
ト
」

「
今
朝
、
早
朝
散
歩
し
た
と
き
に
、
ロ
ビ
ー
に
居
た
人
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
」

「
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
の
友
人
の
パ
ン
さ
ん
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
名
家
の
出
だ
か
ら
、

調
べ
る
の
は
難
し
く
無
か
っ
た
の
で
す
」

「
パ
ン
さ
ん
の
長
女
は
、
ど
の
薬
局
で
薬
を
買
う
の
か
、
次
女
に
指
示
し
な
か

っ
た
」

　
ケ
ン
ト
が
、
こ
の
国
に
来
た
当
時
、
ど
の
薬
局
で
薬
を
買
っ
て
も
、
同
じ
包

装
の
薬
な
ら
ば
薬
効
は
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
薬
剤
師
の
ス
ー
サ
ン
と
知
り
合
っ
て
か
ら
、
ケ
ン
ト
は
、
こ
の
国

の
薬
業
界
の
実
情
を
知
る
。

く
す
り

「
た
ぶ
ん
、
パ
ン
さ
ん
の
次
女
は
、
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
以
外
の
店
で
、
薬

を
買
っ
て
い
た
」
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「
次
女
の
買
っ
た
薬
を
飲
ん
だ
パ
ン
さ
ん
の
容
体
は
、
悪
化
し
た
」

「
そ
し
て
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
パ
ン
さ
ん
の
お
葬
式
で
、
そ
の
次
女
と

初
め
て
会
っ
た
」

「
パ
ン
さ
ん
の
長
女
が
、
ペ
ナ
ン
島
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
次
女
と
大
喧
嘩
を
し

て
い
る
」

「
長
女
は
、
ペ
ナ
ン
島
へ
出
発
す
る
前
に
、
パ
ン
さ
ん
が
服
用
し
て
い
た
薬
の

名
前
と
製
薬
会
社
名
を
書
い
た
紙
を
次
女
に
渡
し
て
い
た
」

「
長
女
は
、
次
女
が
パ
ン
さ
ん
に
薬
を
飲
ま
せ
な
か
っ
た
と
勘
違
い
」

「
次
女
は
、
長
女
に
残
っ
て
い
た
薬
を
見
せ
た
。
そ
の
薬
は
、
長
女
が
買
っ
て

い
た
薬
と
同
じ
包
装
で
、
薬
の
説
明
書
も
同
じ
だ
っ
た
」

「
し
か
し
、
長
女
と
次
女
が
薬
局
で
買
っ
て
、
パ
ン
さ
ん
に
飲
ま
せ
て
い
た
薬

の
期
待
効
果
に
差
が
生
じ
た
」

「
そ
し
て
、
快
方
に
向
っ
て
い
た
パ
ン
さ
ん
の
容
体
が
悪
化
し
た
」

「
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
が
、
パ
ン
さ
ん
の
次
女
と
会
っ
て
、
薬
を
ど
こ
の
薬
局

で
買
っ
た
の
か
、
確
認
す
れ
ば
、
全
て
が
事
実
と
な
る
で
し
ょ
う
」

「
パ
ン
さ
ん
の
死
は
、
こ
の
国
の
薬
品
流
通
市
場
の
不
祥
事
が
原
因
で
起
き
た

不
幸
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
」

「
報
告
は
以
上
で
す
。
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
」

「
友
人
の
パ
ン
さ
ん
の
た
め
に
、
犯
人
を
明
ら
か
に
し
ま
す
か
、
マ
ダ
ム
・
ス

ト
ー
ン
」

　
黙
っ
て
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
グ
ラ
ス
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
干
し
た
。

「
犯
人
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
警
察
が
動
く
か
も
し
れ
な
い
わ
」

「
こ
の
国
で
、
警
察
が
動
き
出
す
と
厄
介
な
の
」

「
だ
か
ら
一
生
、
”
Ｍ
Ｈ
Ｋ
人
民
薬
店
”
以
外
の
店
で
、
薬
を
買
わ
な
い
わ
、

ケ
ン
ト
」
と
、
マ
ダ
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
、
悲
し
そ
う
に
言
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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